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昭和56(1981)年、音楽研究センター内にて百年史編集を開始。 
平成21(2009)年校舎改修を機に、同センターの大学史専用室、学史編纂室開室 
平成23年5月、総合芸術アーカイブセンターに改組され、大学史史料室と改称

https://archives.geidai.ac.jp/





デジタルアーカイブの課題のひとつ 

「データ保存と管理に必要な情報システムや機器の継続性」 
情報システムやメンテナンス費用，運用にかかる属人的要素の課題 

オープンライセンスでデータを Web 公開・共有する Wikimedia 
Commons と Wikidata を利用して物理機器コストを削減する

情報システム担当が 
不在となっても 

データ公開を続けたい!



GLAM Wiki ( Gallery, Library, Archive, Museum )

ギャラリー、図書館、文書館、ミュージアムのコレクションを
ITの技術でオープン化(公開)していく活動 = Open GLAMの一環

データ公開ツールとして Wiki を使用する活動

How the world’s first Wikidata Visiting Scholar created linked open data for five thousand works of art
https://rb.gy/yvwxjh



ウィキメディア・コモンズ × ウィキデータ

Wikimedia Commons
画像を含む、自由に使えるメディアデータ共有システム

WIkidata
リンク構造から関連情報を抽出する、巨大なインターネットデータベース



Wikimedia Commonsとは
https://commons.wikimedia.org/

Wikimedia財団が運営。 
誰でも使えるメディアデータの保存と公開システム。 

公開データは二次利用可能なライセンスを付与する必要がある

WikipediaのInfoboxでの利用Commonsに投稿された画像データ

引用

https://commons.wikimedia.org/


ストレージやWebサーバが不要



Wikidataと連動し、関連情報を表示するメディアプレーヤー

https://commons.wikimedia.org/wiki/Category:Tokyo_University_of_the_Arts,_The_GEIDAI_Archives?uselang=ja


Wikidataとは https://www.wikidata.org/

・共同作業で作るインターネット上の知識データベース。 
・データの項目名(メタデータ)が構造化されている。

https://www.wikidata.org/wiki/Q86022043

https://www.wikidata.org/
https://www.wikidata.org/wiki/Q86022043


Wikidataで 
決められている分類項目

項目に対する 
関連情報(リンク)

Wikidataの別ページ 
(リンク先情報)

情報をリンクでつなぐ仕組み(Linked Data) 
を使用して画像情報を記述していく。



Wikidata上の画像等メディアデータはWikimedia Commonsを参照する



Wikidataを用いた画像情報の構造化モデル例

情報源(リソース)を表す 
文字情報(ラベルや解説文) 
メタデータ(プロパティ)P###:



WIKIDATAの強力な検索機能
SPARQLクエリーエディタ

https://query.wikidata.org/


特定のカテゴリに属する画像情報や、 
画像ファイル名等の文字情報のみをリスト形式で取得する

https://query.wikidata.org/


リソースの種類、クエリに応じて表示方法を変えられる



WIKIDATAのカテゴリ「日露戦争」に属するすべての情報から 
画像があるものをランダム表示してみたり。



写真が撮影された場所や 
所蔵館の所在地を地図上に表示



WIKIDATAのクエリ結果は再利用可能
組織のWebサイトに表示した例

https://archive.geidai.ac.jp/15924


良かった点
• 組織内でWebサーバや画像公開用のストレージシステムが不要 

• 公開用ビューアが多機能 
スライドショー、Wikidataと連携した情報表示、多言語表示等 

• 画像データのアップロードが容易 

• Wikidataのクエリサービスとデータ共有機能は初心者にも容易 

• Wikidataのクエリの創作次第で、多様な情報にリーチできる 
例えば、年代と戦争繋がり、軍艦繋がりで艦船の画像だけ取り出す等 

• 関連情報を追加すれば、よりデータ活用の可能性が広がる



難しいと感じた点

• Wikimedia Commons上の画像情報の一括編集が難しい。

• Wikidata標準の「解説」欄は、250文字の上限がある。

• 関連情報やリンク構造を辿る検索をしたい場合は、RDFや
SPARQLの知識が必要になる(要高度なスキル)


